
核医学診断／治療に関する医科診療報酬点数表 

第 2 章 特掲診療料 第 1 部 医学管理等 

B005-6-4 外来がん患者在宅連携指導料 
 

B005-6-4 外来がん患者在宅連携指導料 500 点 

 

「診療報酬の算定方法の一部を改正する告示」（令和 6 年 3 月 5 日 厚生労働省告示第 57 号） 

「診療報酬の算定方法の一部改正に伴う実施上の留意事項について」 

（令和 6 年 3 月 5 日 保医発 0305 第 4 号） 

 

告示 通知 

注１ 別に厚生労働大臣が定める施設基準を満たす

保険医療機関が、外来で化学療法又は緩和ケアを

実施している進行がんの患者であって、在宅での

緩和ケアに移行が見込まれるものについて、患者

と診療の方針等について十分に話し合い、当該患

者の同意を得た上で、在宅で緩和ケアを実施する

他の保険医療機関に対して文書で紹介を行った

場合に、１人につき１回に限り所定点数を算定す

る。 

 

注2 注１の規定に基づく他の保険医療機関への文書

の提供に係る区分番号Ｂ009 に掲げる診療情報

提供料（Ⅰ）の費用は、所定点数に含まれるもの

とする。 

 

注3 別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合して

いるものとして地方厚生局長等に届け出た保険

医療機関において、外来がん患者在宅連携指導料

を算定すべき医学管理を情報通信機器を用いて

行った場合は、所定点数に代えて、435 点を算定

する。 

(1) 外来がん患者在宅連携指導料は、進行がん患者

の緩和ケアに係る外来から在宅への切れ目のない

移行を図り、在宅において質の高い緩和ケアを提

供する体制を実現するため、進行がん患者に対し

て外来で化学療法又は緩和ケアを行う保険医療機

関が、当該患者を在宅で緩和ケアを実施する別の

保険医療機関に適切な時期に紹介することを評価

したものである。 

(2) 外来がん患者在宅連携指導料を算定する保険医

療機関においては、在宅での緩和ケアを行う保険

医療機関や訪問看護ステーションと連携関係を構

築するとともに、そのリストを整備し、患者の特性

や居住する地域に応じて患者に紹介できる体制を

確保する。 

(3) 進行がん患者に対して外来で化学療法又は緩和

ケアを提供する病院は、当該患者の病状が進行し

た際に在宅で緩和ケアを実施する体制を早期に整

えることのできるよう、外来において化学療法等

を実施している段階から、在宅で実施することが

見込まれる緩和ケア及び見込まれる予後等につい

て十分に患者に説明し、患者の同意を得た上で、在

宅で緩和ケアを実施する保険医療機関を紹介す

る。 

(4) 「注３」に規定する情報通信機器を用いた医学管

理については、オンライン指針に沿って診療を行

った場合に算定する。 

 

  


